
➢ 第20回対話の場で「文献調査の進捗状況と概要調査のあらまし」の説明を行うこと

について了承いただきました。

◆ 運営委員会(８/26）の開催結果報告

第２０回対話の場について

● 日 時：２０２４年１０月３日（木）１８：３０～
● 場 所：漁村センター
● 出席者：委員１５名、ファシリテーター６名、神恵内村役場、

資源エネルギー庁、北海道経済産業局、北海道庁、ＮＵＭＯ

＜今回の対話の場の内容＞

◇ 運営委員会の開催結果報告

◇ 文献調査の進捗と概要調査のあらまし

◇ ２つのテーマによるテーブルワーク
＊「文献調査と概要調査」「まちづくり（社会基盤整備、観光等の産業振興）」 

第２０
回

◆ 文献調査の進捗と概要調査のあらまし

➢ 文献調査の結果については、これまでのご説明と変更はありません。

➢ 下図の水色のドット 部分が概要調査地区の候補となります。

文献調査報告書（案）に対する国の審議会の主な指摘事項と対応

◇国の審議会で主に指摘されたこと ※審議会による審議は8月1日に終了し、NUMOで報告書を取りまとめ中です

⚫ 概要調査の考え方を説明するべき

⚫ 概要調査段階に進んだ場合の留意事項について、概要調査でどう調査・評価する
のか示すべき

◇指摘を受けて修正したこと

概要調査の基本的な考え方の説明を追加しました。

⚫ 概要調査の基本的な考え方に従って、留意事項の調査・評価について説明を追加

⚫多くの区域に影響が及ぶ火山に関する留意事項（熊追山など）は、早い段階で確 
認する必要があることを追記



一般的な現地調査の方法

概要調査とは

➢ 概要調査では現地調査を実施し、以下の要件を満たす地層を選んでいきます。

✓ 地層の著しい変動（活断層や火山など）
がないか

✓ 坑道の掘削への支障がないか

✓ 地下水流などの悪影響がないか

※ 概要調査で調べること

調査の例（地表踏査）
露頭（＝岩盤が表面の土などから出ている）
のさまざまな場所

➢ 空中や地上からの探査や地表踏査などにより比較的広い範囲を概括的に把握
し、次に比較的狭い範囲に絞ってボーリング調査やトレンチ調査などにより
詳しく調査、といった考え方で調査します。

地震調査研究推進本部ウェブサイト＞地質を学ぶ、地球を知る > 地質
図を知るページ > 地質調査の世界 >地質を見るところ −石はどこに－
https://www.gsj.jp/geology/geomap/process-
field/ishidoko.html



◆ テーブルワークでの意見や質問 ★多くの意見や質問から一部を紹介！

＜文献調査と概要調査＞

Q 対話の場はいつ終わるのか。
A 対話の場の終了時期については未定。

Q 概要調査はどのような順番で実施されるのか。
A 空中からの調査→地上地表踏査→トレンチ・

ボーリング調査の順番の予定。

Q 調査を途中で辞めた場合は、交付金は返さなけ
ればならないのか。

A 法律上、返すことにはなっていない。

Q 次の調査への移行について村長と知事の意見が
異なる場合は、どうするのか。

A 次の調査への移行については、法律上それぞれ
の意見を尊重することになっており、どちらか
一方が反対であった場合は、次に進まない。

＜まちづくり（基盤整備）＞

・神恵内村の除雪は完璧であると感じている。
・当丸峠で電波が通るようにしてほしい。
・村には救急車がなく、緊急時が心配なので

救急車を導入してほしい。
・イベント広場を拡張して、養殖体験の場や

水産学校などを併せた複合施設を建設した
らどうか。

＜まちづくり（観光・産業振興）＞

・旅行村でフェスなどを開いて、人が集まる
ようにしたい。

・シングルファザーの支援など、他とは違う
政策を実施したらどうか。

・観光で訪れた人が居続けてくれる、まちづ
くりもしていかなければならない。

当日の資料などについては、神恵内交流センターにおいても配布しております。より詳しい内容にご関心のある方は、

神恵内交流センターまでお気軽にお問合せください。 電話番号：０１３５－６７－７７１１（代表）

配付資料や映像は、
ＮＵＭＯホームページでご覧いただけます。

一般的な現地調査の方法（つづき）

評価すべき項目と調査方法の組み合わせの例（火山の場合）




